
「第３回宮古島細胞診セミナー」 

～細胞診（細胞心）の原点を学ぶ～ 

開催期日：平成 26 年 11 月 28 日(金)～29 日（土） 

開催場所：沖縄県立宮古病院（大講堂） 

セミナー参加費：5,000 円(テキスト代を含む) 

主  催：第３回宮古島細胞診セミナー実行委員会 

学術集会長：柏村正道（産業医科大学産婦人科名誉教授） 

実行委員長：西 国広（エスアールエル顧問、CFIAC） 

副実行委員長：池間龍也（沖縄県立宮古病院） 

事務局長：篠原利光（エスアールエル福岡ラボラトリー） 

後  援：日本臨床細胞学会九州連合会、沖縄県宮古島市 

沖縄県立宮古病院、沖縄県臨床細胞学会 

【講演者及び講演テーマ】 

① 特別講演Ⅰ. 

金城 満 「泌尿器細胞診の新報告様式」 

② 特別講演Ⅱ(市民公開講座) 

前田昭太郎「乳がんの診断について～治療に直結する細胞診断～」 

③ 特別講演Ⅲ(市民公開講座) 

高橋健太郎「子宮がん検診と HPV ワクチンの問題点」 

④ 特別講演Ⅳ. 

柏村正道「公益法人としての日本臨床細胞学会の展望」 

⑤ 教育講演Ⅰ 

西 国広「細胞診におけるギムザ標本の読み方」 

⑥ 教育講演Ⅱ 

方山揚誠「生食洗浄法を用いた子宮内膜細胞診」 

⑦ 教育講演Ⅲ 

荒武八起「甲状腺癌診断のための DPPⅣ染色の意義」 

⑧ 要望講演(市民公開講座) 

石田喜久雄「進行がん（前立腺癌）と闘い、生かされる今！」 

市民公開講座 

テーマ「がん検診の重要性！～乳がん・子宮がんを中心に～」 



プログラム 
第１日目(11/28 :金)      総合司会進行：池間 龍也(沖縄県立宮古病院) 

・セミナー実行委員長挨拶 西 国広(エスアールエル顧問、CFIAC) 

 

教育講演Ⅰ(15:00～15:30)   座長：安達博成（奈良市総合医療検査センター） 

「細胞診におけるギムザ標本の読み方」 

                            西 国広（エスアールエル顧問） 

教育講演Ⅱ (15:35～16:05)  座長：川口洋子(JCHO東京新宿メディカルセンター） 

  「生食洗浄法を用いた子宮内膜細胞診」 

     方山揚誠（PCL 盛岡病理細胞診センター所長） 

特別講演Ⅰ(16:10～16:50) 座長：岩井幸子（産業医科大学病院病理） 

「泌尿器細胞診の新報告様式について」 

金城 満（製鉄記念八幡病院顧問） 

   

市民公開講座(17:10～19:10)  テーマ[がん検診の重要性！] 

司会：柏村賀子（K Mクリニック院長）＆ 奥平忠寛（宮古病院産婦人科医長） 

 

・セミナー学術集会長挨拶  柏村 正道(産業医科大学産婦人科名誉教授) 

・沖縄県立宮古病院院長挨拶  安谷屋 正明 

特別講演Ⅱ「乳がんの診断について～治療に直結する細胞診断～」17:20～17:50 

前田昭太郎 (LSIメディエンス 病理・細胞診センター所長) 

 

特別講演Ⅲ「子宮がん検診と HPV ワクチンの問題点」17:55～18:35 

     高橋健太郎（滋賀医科大学地域周産期医療学教授） 

 

要望講演「進行がん（前立腺癌）と闘い、生かされる今！」18:40～19:00 

   石田喜久雄（宮崎・県北がん患者交流会副会長） 

 

質疑応答 19:00～19:10 

意見交換会（懇親会）19:30～21:30 

  会場：ホテル「ニュー丸勝」(西里通り ☎0980-72-9936) 

第２日目(11/29:土)     総合司会進行 園田文孝：（臨床病態医学研究所 ）  



シンポジウム（9:00～10:30）「細胞診における LBC の応用・活用」 

座長：齊尾 征直（琉球大学医学部附属病院病理部副部長） 

１．「ＬＢＣ４法の比較検討」 蓮尾泰之（九州医療センター産婦人科医長） 

２．「婦人科細胞診における応用」 林 透（潤和会記念病院病理診断科部長） 

３．「尿細胞診における LBC の活用」下釜達朗（製鉄記念八幡病院病理診断科部長） 

 

教育講演Ⅲ (10:40～11:10)  座長：是松元子（LSI メディスン病理診断部） 

「甲状腺癌診断のための DPPⅣ染色の意義」 

荒武八起（古賀総合病院検査部顧問） 

 

特別講演Ⅳ (11:15～11:55)  座長：仲里 巌(沖縄県臨床細胞学会会長) 

「公益法人としての日本臨床細胞学会の展望」 

柏村正道（公益法人日本臨床細胞学会監事） 

 

閉会の挨拶：セミナー副実行委員長 池間 龍也(沖縄県立宮古病院) 

午後：宮古島観光 

  

  


